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はじめに 

 ホタルミミズ（Microscolex 

phosphoreus）は，体長約 30 mm前後

の小型の貧毛類で，発光性をもつこと

で知られている．日本からの記録は，

すでに本州，四国，九州，八丈島など

のいくつかの地点からなされている

が，正式な報告例はあまり多くない

（大場，2011；大場ら，2011, 2012）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者らは，2012年４月 21日，魚津水

族館東側駐車場わきの植え込み（写真

１），および西側のあじさい園（写真

２）で，ホタルミミズ計９個体を採集

した．さらに，魚津市天神野新にある

金太郎温泉の北側敷地入り口付近の

植え込み（写真３）でも５個体を採集

した．刺激により発光したこと，およ

び遺伝子解析の結果から，これらの個

体がホタルミミズであることが確認

されたので報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 

水族館東側駐車場わき． 

左側のスイセンの根もと

付近で採集． 

写真３ 

金太郎温泉の入り口スロープ。

左側の植え込み内で採集． 

 

写真２ 

桜が満開のあじさい園． 

手前にある石垣の付近で採集． 

 



材料と方法 

 調査は，日中に目視により地表の糞

塊を見つけることで行った．ホタルミ

ミズと思われる粒子の細かい糞塊が

見つかった地点をスコップで掘り，直

下の土の中からミミズを探し出した．

ミミズは，発光を確認するまで，土と

ともに生かしたまま容器中に保存し

た．発光の確認は，爪楊枝で尾端付近

を刺激し，目視により行った．発光の

一部はデジタルカメラで撮影した．黄

緑色に発光する粘液の放出が確認さ

れた個体は，ただちに 99.5%エタノー

ルに浸けて標本とした． 

 遺伝子解析には，チトクロームオキ

シダーゼⅠの部分配列（バーコード領

域 658塩基；Hebert et al., 2003）

を用いた．実験の方法は，先の報告

（Oba et al., 2011；大場ら，2011）

に準じた．解析データは GenBankに登

録した．あじさい園の１個体（個体番

号 Mph41）のアクセッション番号は

AB850884，金太郎温泉の１個体（個体

番号 Mph46）のアクセッション番号は

AB850885である． 

 

結果と考察 

 調査を行った日の天候は晴れで，と

くに水族館東側の駐車場わきでは，表

土の強い乾燥が見られた．あじさい園

と金太郎温泉では，植木や塀で日陰に

なった比較的湿った場所で糞塊が多

く見つかった．いずれの場所も，砂を

多く含む土質で，草がまばらでコケが

生えている環境であった．これは，こ

れまでにホタルミミズが見つかって

いる場所の環境とほぼ同じである．糞

塊の見られた場所の直下を約５セン

チメートル掘り，土の中からミミズを

探し出した．採集されたのは，駐車場

わきから５個体，あじさい園から４個

体，金太郎温泉から５個体である．ホ

タルミミズは，たとえば名古屋市では

11月から４月にかけて多く見られる

ことから，富山県における今回の調査

も，シーズンの最後に近かった可能性

がある．発見できた個体数が少なかっ

たことは，このことが原因かもしれな

い．魚津水族館東側駐車場よりさらに

東側の水田の畦や，金太郎温泉の旅館

のまわりなども探したが，今回は糞塊

を確認できなかった．しかし，おそら

く富山県内の広範囲に分布している

と考えられるので，今後は他の時期に

も調査してみる必要があるだろう． 

 ホタルミミズは，物理的刺激を与え

ると尾端付近から粘性のある発光液

を放出する（羽根田，1972, 1985）．

国内で知られている発光性のミミズ

は，ホタルミミズとイソミミズ

（Pontodrilus litoralis）の２種の

みであり（Oba et al., 2011），後者

は塩分を含む砂浜に生息することか

ら，今回の採集地点で得られたミミズ



に発光性が確認されたことで，ほぼホ

タルミミズであると断定することが

できた．採集した個体のうち発光が見

られなかった数個体については，体色

が異なっていたことから，別種のミミ

ズであったと考えられる．ただし，種

の同定は今回行っていない． 

 さらに種を確かめるため，発光の確

認された個体のうち，あじさい園の１

個体と金太郎温泉の１個体について

遺伝子解析を行った．その結果，両個

体からのミトコンドリア COI部分塩基

配列は 100％一致し，さらにこれらは

兵庫県伊丹市，奈良県広陵町，長野県

長野市，八丈島末吉，名古屋大学キャ

ンパス内などで見つかっている個体

ともシークエンスが完全一致した．こ

のことから，今回採取された個体がホ

タルミミズであることが確かめられ

たとともに，魚津市産の個体群が日本

国内で見つかっている５ハプロタイ

プ型（大場，2012）のうちの一つに含

まれることが判明した． 

 魚津市におけるホタルミミズの発

見は，これが初記録となる．また，富

山県全体では，ホタルミミズと思われ

る発見情報が昭和 30年代の高岡での

記述が一例（堀井，1983），2005年 11

月に私信として富山県南部で１例（柴

田，2007）があったものの，正式に報

告されるのは今回が最初である．これ

までに日本国内でホタルミミズが記

録されている場所は，積雪の殆ど見ら

れない地域が大部分なので，今回の魚

津での発見は，降雪時期におけるホタ

ルミミズの生態について調査する上

でも重要な発見であると考えられる．

また，魚津水族館の前で発見されたこ

とから，ホタルミミズの展示や紹介な

どへの活用も考えられる．ホタルイカ

（Watasenia scintillans）と比べる

と発光は弱いが，簡単に採取して光ら

せることができるので，実験教室など

の教材としての可能性もあると思わ

れる．ホタルイカで有名な富山湾に面

した魚津市とその付近では，他にも発

光ゴカイ（Odontosyllis sp.；堀井，

1983）の一種や介形類（Conchoecia 

pseudodiscophora；Oba et al., 2004），

カイアシ類（Metridia pacifica；Oba 

et al., 2009），ゲンジボタル（Luciola 

cruciata；魚津水族館 HP），ツキヨタ

ケ（Omphalotus japonicus；富山県，

2012）などの発光生物が見つかってい

るが，今回そのリストにホタルミミズ

が新たに加わったことになる． 
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写真４ 

駐車場わきで採取された 

ホタルミミズ． 

 

写真５ 

あじさい園で採取されたホタルミミズ． 

体長約２センチメートル． 

 

 

写真６ 

あじさい園で採取されたホタル 

ミミズの発光． 

 

 

写真７ 

金太郎温泉入り口で採取されたホタル 

ミミズの発光． 

 


